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は　じ　め　に

　芦生演習林の天然林，特に広葉樹林の蓄積の上限値を求める努力は，森林が二酸酸化炭素また

は炭素の蓄積能力を推定することにも関連して必要なことである。芦生演習林の天然林は過去に

かなり人手が入り，原生林ではないとの指摘がある。和田1・2）によれば，演習林設定後の森林の

蓄積量はかなり少なかったと推定された。その後の成長によって蓄積量が増加し，近年の幹材積

に関しては，すでに安藤・川那辺3），川那辺4）によって推定され，地形，標高等に対して検討が

なされている。この際の調査面積の大部分が0．1haであり，天然林の調査区としてはやや小さい。

このため，さらに大きな面積の調査区の設定が進行中である。

　一方，奥深い芦生の地形を考慮すると，原生林が残されている可能性がある。そこで，航空写

真により，それらしき場所を探したところ，大谷の上流に広葉樹林で樹冠の大きな森林があり，

この地域の踏査を行なった。その際，ロロノ谷とボケ谷の合流点より下流，滝と滝の中間地点の

急傾斜地に炭の散乱場所を見つけた。この炭は大谷流域で焼かれたものであり，大谷にも過去に

斧が入れられたと推測された。翌年に設定された調査区内で，6個のスギの古い切株が見いださ

れたことから，大谷流域にも厳正な意味での手つかずの森林は残っていないものと思われた。し

かし，演習林全域からみてもこの場所には大径の広葉樹林が残っていたので，この広葉樹を主体

とするこの森林が蓄積の上限にあるかどうかを調べる調査区0．5haを設定した。後の調査のため

資料として公表しておきたい。

調査場所，方法と諸量の推定方法

　調査場所は予め，芦生演習林全域の航空写真によって大谷流域の23林班内で落葉広葉樹の樹冠

が最も大きい森林と思われる場所を選んだ。1990年夏の踏査によって調査地は三国岳南西部のボ

ケ右岸南斜面のブナ林に決められた。地図と場所との照合によると海抜高は740－780m程度であ

る。芦生演習林の他の場所と同様，選ばれた森林の樹冠はブナが多く占めるもののスギ，モミ等

の針葉樹，ミズナラ，クリその他の落葉広葉樹を含む。低木層にはエゾユズリハ，クロモジ，チ

シマザサなどが出現した。調査区内斜面の下部はブナが多いが，斜面上部にはスギが出現し，厳

密な意味ではブナ林とは見なせない。しかし，幹材の蓄積からみるとブナが圧倒的に多いので，

ここではブナ林とする。

　1991年9月末に，水平距離で50×100mの調査区を設定した。南北の平均傾斜は29度であった。
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後の調査に備えて50mの各隅にプラスチックの杭を打ち込んだ。樹木の位置を決めるために調査

区はさらに25mの小区画，　A－1からA－4，　B－1からB－4までの8区画に分けられた（図1）。調査

区内には腐朽の進んだミズナラ，クリの倒木が多く，原生林の面影がみられるが，明らかなスギ

の伐痕が残っていた。

図一1　調査区の地形と位置

　調査区内にある樹木の胸高直径（D1．3）10cm以上個体の直径を直径巻尺によって毎木調査を

行い，ダイモテープにより根元に個体番号を付け，位置図を記載した。樹高（H：m）はブルー

メライスにより測定し，D－H関係から個体の樹高を推定した。

　蓄積量，現存量，葉面積の推定は，大畠5）による方法とそれに提案された諸数値を使用し，間

接的に推定した。相対成長関係の諸数値は，大畠の報告に譲る。ただし，この方法では，調査林

分での胸高直径（D）と枝下直径（DB）の関係が得られていないと葉量，枝量の推定ができない。

今回の葉量，枝量の推定では，とりあえず，芦生演習林内の6林班で得られていたD－DB関係

（未発表資料）を代用した。各個体の樹高（H）は59本の個体のD－H関係をブナ，その他の広葉

樹，スギに分け，逆数式をあてはめて推定した。これらの式は下記のとおりであった。なお，現

存量推定の際の材の比重は，貴島ほかの資料6）によった。
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ブナ 1＿
H

0．6236

D
→－　　0．03115

その他の広葉樹1－
　　　　　　　　H

1．0694

D
十　　〇．02778

スギ 1－1・250＋0．0250
H　　　　　　D

調　査　結　果

　調査区のほぼ中央のB－2とB－3，A－2とA－3との間に小谷（サコ）があり，このサコの両側

にブナが純林状に出現する。その他の広葉樹とスギは小尾根部分に出現する（図2）。

　調査区内に出現した樹木本数，胸高直径，平均樹高，断面積合計などを表1にまとめた。この

表では，広葉樹を先に，針葉樹をあとにして，幹材積の多い種類の順に並べてある。立木本数で

は21％がブナで，スギは44％を占めていた。平均胸高直径ではブナが51cmでスギが26㎝であり，

ブナのほとんどは大径木で，スギは小径を多く含む。平均樹高からみるとブナが22．4mで高く，

スギが13．Omと低い。これは伏条更新による小径木のスギが多いためである。森林の断面積合計

は48．2m2／haと計算され，そのうち広葉樹35．4m2／ha，ブナ21．5m2／haであった。

　相対成長関係を利用して推定した幹枝の材積，乾燥重量，葉の重量，面積などを計算して表2

に示した。この森林では，広葉樹の材積が327．9m3／ha，ブナの材積だけで200m3／haを越え，蓄

積量はかなり高い森林であった。スギ，モミを含めると421．8m3／haと計算され，ブナ材積の比

率は全体の51％であった。芦生の天然林で過去に調べられたデータ3）と比較すれば，トチノキ，

ミズナラ，カツラなどの大径木を含まない森林の広葉樹林は200m3／ha以下の蓄積が多いとされ

るので，この調査区の幹材積はスギを除いてもかなり高い値であるとみなせる。

　幹重量は232．8t／ha，枝量は163m3／ha，94．5t／haと推定され，葉重量は11．6t／ha，葉面積は

10．6ha／haと推定された。広葉樹のみでは幹重量199．8t／ha，葉重量2．93t／ha，葉面積4．45ha／ha

であった。上谷で測定されたブナ林7）での胸高直径4．5cm以上の葉量は3．Ot／ha，葉面積4．5ha／ha

であったので，この調査区内のスギを除いた葉量に相当する。

　約50％の幹材積を占めるブナは，葉の重量では15．3％，面積では24。8％を占めるだけになり，

スギの葉量，面積ともに大きな比率が注目される。スギの葉量は人工林における枝下直径の二乗

（DB2）と個体の葉重量（WL）の関係を利用したので，やや過大な推定をしている可能性がある。
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表一1　調査林分の概要と出現樹種（胸高直径10㎝以上の個体）

樹　種 本数　　平均胸高直径　　平均樹高　　断面積合計
（No／ha）　　　（cm）　　　　　　（m）　　　　　（㎡／ha）

ブ　　　　ナ
ミ　ズ　ナ　ラ

ア　オ　ハ　ダ

コハウチワカエデ

ク　　　　リ
ミ　　ズ　　メ

オオウラジロ
コ　シ　ア　フ　フ

ホ　オ　ノ　キ

ナナカマド
イタヤカエデ
ク　マ　シ　デ

ウ　　ル　　シ

ト　チ　ノ　キ

アズキナシ
リ　ョ　ウ　ブ

ス　　　　ギ
モ　　　　　ミ

94
48
24
18
12
12

　　　8

　　　6

　　　6

　　　2

　　　2

　　　2

　　　2

　　　2

　　　2

　　　2

194
　　　2

50，9
38．O
l9．2
21．4
43．0
24．8
24．8
30。5
46．7
12．5
33．9
22，6
12．7
91．3
13．8
12，1

25．8
36，6

22．4
17，2
11．8
12．5
18，4
13．7
14．0
20．2
19．4
8．8

16，9
13．3
8．9

25．3
9，5

8．6

13，0
16．9

21．54
6．34
0．75
0．73
2．05
0．65
0．41
0．13
1．09
0．03
0．18
0．08
0．03
1．31
0．03
0．02

12．61
0．21

　　　　　合　　言卜　　　　　438　　　　32．　7　　　　　15．　7

表一2　調査結果から推定された乾材積と現存量

48．19

　
ラ邑　〉雫

葉

　
　麓　

〆麗　
　蔑　）薯

枝

悶　
）

替　
ラ龍　

U
ヌ

幹

　
ラ積

2
菖

種樹

ブナ

ミズナラ

クリ

トチノキ

ホオノキ

コハウチワカエテ．

ミズメ

アオハダ

杜ウラジo

イタ勒エデ

コシアプラ

クマシデ

アズキナシ

・）ルシ

ナナカマド

Vlウプ

スギ

モミ

214．364

53、322

18．000

13．068

9．402

4．836

4．542

4．536

2．716

L350

0．728

0．498

0．142

0．川4

0．llO

O．100

92．370

　L566

132．906

34．126

10．260

6．272

4．230

2．幽852

3．088

2．768

L576

0．824

0．306

0．354

0．090

0．054

0．072

0．068

32．330

0．626

92．784

24．566

8．622

7、174

4．250

1．906

1．804

L742

LO62

0．546

0。274

0．190

0．052

0．042

0．040

0．038

17、182

0．524

57．526

15．722

4．914

3．444

Lgl2

1．124

L226

LO62

0．616

0．334

0．ll6

0．136

0．034

0．020

0．026

0．026

6．014

0．2｜0

2．620

0．824

0．256

0．140

0．138

0．ll4

0．098

0．122

0．062

0．026

0．022

0．012

0．006

0．004

0．004

0．004

6．054

0．044

L768

0．522

0．168

0．106

0．090

0．060

0．　es4

0．062

0．034

0．Ol4

0．　012

0、006

0．002

0．002

0，002

0．002

8．588

0．076

合　計　　　42L764　　232．802　　162、798　　　94、462　　　10．550　　　11．　568
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No．　　Plot　樹種
胸高直径　樹高
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スギ

ミズナラ
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スギ
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ミズナラ
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リョウプ
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